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【予算の規模】 (単位：千円)

増減額(A-B) 増減率(％)

一般会計 3,530,000 2,939,000 591,000 20.1

令和7年度

（A)

令和6年度

（B)

比較　　　　　年度

　会計

令和7年度当初予算は、前年度と比較し、5億9,100万円増の35億3,000万円を計上しまし

た。

主な事業は、消防救急デジタル無線部分更新事業、南消防署御嵩分署新庁舎整備事業（移

転用地亜炭抗廃坑跡対策負担金）、南消防署西可児分署新庁舎整備事業（旧庁舎解体・造

成）、南消防署東可児分遣所庁舎改修工事、南消防署御嵩分署及び南消防署東可児分遣所高

規格救急自動車の更新などを行います。
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(単位：千円)

予算額（A) 構成比(%) 予算額（B) 構成比(%) 増減額(A-B)

1 分 担 金 2,748,386 77.9 2,579,436 87.8 168,950

2 使用料及び手数料 5,991 0.2 4,107 0.2 1,884

3 国 庫 支 出 金 739 0.0 13,375 0.5 △ 12,636

4 県 支 出 金 0 0.0 0 0.0 0

5 財 産 収 入 1,773 0.1 1,348 0.0 425

6 繰 入 金 30,000 0.8 35,000 1.2 △ 5,000

7 繰 越 金 30,000 0.8 40,000 1.4 △ 10,000

8 諸 収 入 30,111 0.9 26,534 0.9 3,577

9 組 合 債 683,000 19.3 239,200 8.0 443,800

3,530,000 100.0 2,939,000 100.0 591,000

△ 14.3

6.5

45.9

△ 94.5

－

31.5

【歳入予算】

令和7年度 令和6年度
区　　分

比較

増減率(％)

△ 25.0

13.5

185.5

20.1合　　　計

分担金は、前年度と比較し、1億6,895万円増の27億4,838万6千円となり、歳入予算構成比

は77.9％となりました。国庫支出金は、前年度は救急車1台が緊急消防援助隊設備整備費補助

金の対象事業となりましたが、7年度は補助金の対象事業がないことから、1,263万6千円減の

73万9千円となりました。組合債は、消防救急デジタル無線部分更新工事などの大型事業の借

り入れを行うことから、前年度と比較し、4億4,380万円増の6億8,300万円となりました。

分担金

2,748,386

77.9%

使用料及び手数料

5,991

0.2%

国庫支出金

739

0.0%

財産収入

1,773

0.1%

繰入金

30,000

0.8%

繰越金

30,000

0.8%

諸収入

30,111

0.9%

組合債

683,000

19.3%

【単位：千円】

歳入予算

35億3,000万円

２ 歳入予算の概要
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【構成市町村別分担金総額の推移】 (単位：千円)

令和4年度 令和5年度
令和6年度

(A)

令和7年度

(B)
増減額（B-A)

556,722 533,054 538,496 573,440 34,944

903,694 866,606 869,879 925,364 55,485

115,557 121,117 121,807 130,074 8,267

113,776 117,146 120,588 128,674 8,086

160,572 167,960 168,503 180,036 11,533

97,603 101,474 107,445 114,549 7,104

175,780 186,828 187,982 200,910 12,928

155,109 165,113 167,034 178,364 11,330

60,948 64,031 67,912 72,533 4,621

232,080 227,214 229,790 244,442 14,652

2,571,841 2,550,543 2,579,436 2,748,386 168,950

　　　　　　　　　年度

　市町村名

川辺町

七宗町

八百津町

白川町

東白川村

御嵩町

合計

美濃加茂市

可児市

坂祝町

富加町

組合構成市町村からの分担金は、一般分担金と特別分担金の合計となり、27億4,838万6千円

を計上しました。人件費の増加や、物価の高騰などの影響により、前年度と比較し、1億6,895

万円の増加となりました。

一般分担金は、各市町村の前年度基準財政需要額（消防費）の割合により算出しています。

特別分担金は、防災行政無線による火災放送に係る点検及び保守の経費を、実施市町で均等割

りして算出しています。
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【基金繰入金の推移】 (単位：千円)

令和4年度 令和5年度
令和6年度

(A)

令和7年度

(B)
増減額（B-A)

30,000 30,000 35,000 30,000 △ 5,000

0 0 0 0 0

30,000 30,000 35,000 30,000 △ 5,000

【基金別残高】 (単位：千円)

令和4年度末 令和5年度末
令和6年度末

(A)

令和7年度末

(B)
増減額（B-A)

146,164 146,219 111,292 81,386 △ 29,906

834,825 945,136 1,045,598 1,106,226 60,628

※令和6年度末及び令和7年度末残高は見込額となります。

　　　　　　年度末

　基金

財政調整基金

消防施設整備基金

　　　　　　　年度

　基金

財政調整基金

消防施設整備基金

合計

当組合は、財政調整基金と消防施設整備基金の2つの基金を有しています。

令和7年度は、財政調整基金から3,000万円の繰入れを行います。

今後も庁舎の建設等が控えており、分担金の急激な上昇を抑えるために消防施設整備基金へ

の積立を計画的に行います。
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【組合債の推移】 (単位：千円)

令和4年度 令和5年度
令和6年度

(A)

令和7年度

(B)
増減額（B-A)

14,900 66,000 0 36,100 36,100

172,700 77,700 239,200 646,900 407,700

187,600 143,700 239,200 683,000 443,800

※令和6年度末及び令和7年度末残高は見込額となります。

　　　　　　　年度

　種類

車 両 整 備

施 設 整 備

合 計

令和7年度当初予算では、消防救急デジタル無線部分更新事業に係る更新工事及び監理業務、

南消防署御嵩分署新庁舎整備事業に係る移転用地亜炭鉱廃坑跡対策負担金、南消防署西可児分

署新庁舎整備事業に係る耐震性防火水槽整備、南消防署東可児分遣所の仮眠室個室化に係る改

修事業、車両整備事業では、高規格救急車2台の更新（南消防署御嵩分署・南消防署東可児分遣

所）に充てる6億8,300万円を計上しました。

令和7年度組合債の残高は、14億7,794万1千円となる見込みです。
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(単位：千円)

予算額（A) 構成比(%) 予算額（B) 構成比(%) 増減額(A-B) 増減率(％)

1 議 会 費 185 0.0 152 0.0 33 21.7

2 総 務 費 2,390,652 67.7 2,263,008 77.0 127,644 5.6

3 消 防 費 1,001,846 28.4 514,199 17.5 487,647 94.8

4 公 債 費 136,817 3.9 161,141 5.5 △ 24,324 △ 15.1

5 予 備 費 500 0.0 500 0.0 0 0.0

3,530,000 100.0 2,939,000 100.0 591,000 20.1

【歳出予算目的別】

区分
令和7年度 令和6年度 比較

合　　計

議会費は、組合議会にかかる費用であり、会場借り上げ料が増加したことなどから、前

年度と比較し、3万3千円増の18万5千円を計上しました。

総務費は、人件費や、施設管理費、光熱水費、各種負担金などを計上しています。人件

費が増加したことなどから、前年度と比較し、1億2,764万4千円増の23億9,065万2千円を

計上しました。

消防費は、庁舎や車両、通信指令設備、現場活動に関連する経費などを計上しています。

消防救急デジタル無線部分更新工事など、普通建設事業費が増加したことから、前年度と

比較し、4億8,764万7千円増の10億184万6千円を計上しました。

公債費は、平成24年に借り入れを行った消防救急デジタル無線工事や中消防署川辺出張

所庁舎建設などの返済が完了したことから、前年度と比較し、2,432万4千円減の1億3,681

万7千円を計上しました。

予備費は、予定外の支出や、予算を超過した支出へ対応するために準備しておく費用と

なり、前年度と同額の50万円を計上しました。

議会費

185

0.0% 総務費

2,390,652

67.7%

消防費

1,001,846

28.4%

公債費

136,817

3.9%

予備費

500

0.0%

【単位：千円】

歳出予算

35億3,000万円

３ 歳出予算の概要（目的別）
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(単位：千円)

予算額(A) 構成比(％) 予算額(B) 構成比(％) 増減額(A－B) 増減率(％)

1 人 件 費 2,183,801 61.9 2,067,065 70.3 116,736 5.6

2 物 件 費 283,968 8.1 246,135 8.4 37,833 15.4

3 維 持 補 修 費 4,900 0.1 5,990 0.2 △1,090 △ 18.2

4 扶 助 費 38,100 1.1 29,100 1.0 9,000 30.9

5 補 助 費 32,666 0.9 28,698 1.0 3,968 13.8

6 普通建設事業費 788,526 22.3 299,836 10.2 488,690 163.0

7 公 債 費 136,817 3.9 161,141 5.5 △24,324 △ 15.1

8 積 立 金 60,722 1.7 100,535 3.4 △39,813 △ 39.6

9 予 備 費 500 0.0 500 0.0 0 0.0

3,530,000 100.0 2,939,000 100.0 591,000 20.1合　　　計

【歳出予算性質別】

令和7年度 令和6年度 比較
区　　分

人件費

61.9%

物件費

8.1%

維持補修費

0.1%

扶助費

1.1%

補助費

0.9%

普通建設事業費

22.3%

公債費

3.9%

積立金

1.7%
予備費

0.0%

人件費は、令和6年人事院勧告に基づく給与改定を受け、前年度と比較し、1億1,673万6

千円増の21億8,380万1千円を計上しました。

物件費は、物価の上昇に伴う増額に加え、はしご車のオーバーホールを行うことなどから、

前年度と比較し、3,783万3千円増の2億8,396万8千円を計上しました。

扶助費は、児童手当制度改正により、前年度から900万円増の3,810万円を計上しました。

普通建設事業費は、消防救急デジタル無線部分更新工事、南消防署御嵩分署新庁舎移転用

地亜炭鉱廃坑跡対策負担金、南消防署西可児分署を解体し、耐震性防火水槽の設置・造成工

事を行うことなどから、前年度と比較し、4億8,869万円増の7億8,852万6千円を計上しま

した。

積立金は、消防施設整備基金への積立を減額したことから、前年度と比較し、3,981万3千

円減の6,072万2千円を計上しました。

性質別

（１）性質別
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(1) 消 防・救 急

増加する救急需要と高度化する救命処置への対策 3,628万4千円

・救急救命士の養成・教育

救急救命士3名、指導救命士2名を養成するほか、感染防止対策強化研

修に派遣するなど東京・九州研修所への入校負担金等を計上しています。

・救急隊員・病院負担金

救急隊員に必要な資格の取得・更新費のほか、病院実習や救急搬送時

の活動内容の事後検証に伴う費用等を計上しています。

・救急隊員各種抗体検査及びワクチン接種

B型肝炎、麻疹、風疹、ムンプス、水痘風、破傷風の血中抗体検査及び

ワクチン接種を行います。

・救急活動関連消耗品

感染防止着などの隊員装備品や、呼吸管理や点滴などの高度救命処置用

資器材のほか、救急活動時に使用する資器材の購入費を計上しています。

消防・救助活動体制の充実 421万4千円

・消防・救助資器材の更新

現在配備している空気呼吸器用ボンベ、救助・潜水用資機材、訓練用

安全マット等を更新します。

(2) 火 災 予 防

４ 主な事業内容
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※1、※2　　11ページ参照

(3) 消 防 行 政 運 営

消防庁舎整備関連 １億8,336万4千円

・南消防署西可児分署解体・造成工事

令和6年度に新庁舎を建設、令和7年度は旧庁舎解体、耐震性防火

水槽を設置し、造成工事を行います。

・南消防署御嵩分署新庁舎移転用地亜炭鉱廃坑跡対策 ※１

建設から53年経過し、耐震性能が現在の基準を満たしていないこと

から、令和９年度の新築移転を目指し、令和7年度は移転用地の亜炭鉱

廃坑跡の空洞対策（充てん工事）を行います。

通信指令体制の強化関連 5億29万2千円

・消防救急デジタル無線設備部分更新工事 ※２

運用開始から10年が経過した消防救急デジタル無線設備の部分更新を

行います。無線回線の制御装置をはじめ、本部、美佐野（御嵩町）、上

吉田（八百津町）、笹山・上佐見（白川町）の基地局設備、車載や携帯

型の移動局設備を更新することにより、機能強化を図ります。

車両更新関連 7,647万円

・高規格救急自動車2台（南消防署御嵩分署・南消防署東可児分遣所）

配備から10年が経過する救急車を車両整備計画に基づき更新します。

・広報車（東消防署）・軽査察車2台（消防本部・中消防署）

配備から16年が経過する広報車、軽査察車を車両整備計画に基づき

更新します。

車両維持管理関連 4,887万8千円

・はしご車オーバーホール（南消防署）

配備から12年が経過する南消防署屈折はしご車は、前回のオーバー

ホールから5年が経過することから、消防用車両の安全基準に基づき

オーバーホールを行います。

・車検・点検・保険料

可茂消防が保有する車両全67台の維持管理にかかる費用を計上して

います。

４ 主な事業内容
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(4) 活気がある職場づくり

人材育成関連 1,110万6千円

・県消防学校・消防大学校入校関連

新人職員が、消防や救急の基礎知識・技術を習得する8カ月間に

およぶ総合教育課程に入校するほか、現場で活躍する職員も、より

高度な知識・技術を習得するために消防学校・消防大学校の専科教

育に入校するための関連経費を計上しています。

職場環境整備関連 2,170万円

・南消防署東可児分遣所庁舎改修

仮眠室を個室化するとともに、LED化を行います。

・中消防署洗面所改修

衛生面を考慮し、老朽化した洗面所の改修を行います。

・中消防署中央分署配管布設替え

中央分署の耐震性防火水槽に、庁舎用の貯水槽を介することなく、

直接補水できるよう配管布設替えを行います。

４ 主な事業内容
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微細な砂や粘土に固化材と水を練り混ぜて充てん材を製造します。

充てん材（硬化後）

亜炭は、石炭の代用燃料など
として、明治から昭和にかけ
て採掘が行われました。

新庁舎を建設する御嵩町には、
亜炭鉱廃坑跡が残っており、
現在も空洞対策が行われてい
ます。

亜炭鉱廃坑跡の空洞が、地盤沈
下や陥没の原因になる場合があ
ります。

消防庁舎は、災害時の防災拠点
となることから、南消防署御嵩
分署新庁舎移転用地の地下に見
つかった空洞に、充てん材を流
し込む工事を行います。

地下の亜炭廃坑空洞まで穴を開けます。 プラント施設にて充てん材を製造します。 地下の亜炭鉱廃坑空洞まで流し込みます。

ṥ Ṧ

充てん孔削孔 充てん材製造 充てん工

亜炭鉱廃坑内の様子 過去の陥没写真

充てん材が敷地外に流出することを防止するため、境界線に沿って流動性の低い端部充てん材で隔壁を形成し、

その内側を流動性の高い中詰充てん材で充てんを行います。

写真提供：御嵩町

ẑể

ẑỄ

笹山前進基地局

指令台

消防本部基地局

無線回線制御装置等

上佐見前進基地局

上吉田前進基地局

美佐野前進基地局

各署所

車載型無線装置 携帯型無線装置

移動局

空中線

車載型無線装置
指揮車・救急車に装備してあ
る車載型無線装置17台を更新
します。

携帯型無線装置
現場から、本部基地局と無線
交信を行うための携帯型無線
装置30台を更新します。

財源 ḱ を活用 充当率100％、交付税措置率70％

指令台や無線回線制御装置からなる本部基地局、前進基地局、移動局の無線装置・空中線共用機を更新する

財源 ḱ を活用 充当率100％、交付税措置率70％

ことにより、機能強化を図り、安定した無線交信が可能な地域が増加します。



当初予算の概要 2025
可茂消防事務組合消防本部総務課財政係
〒505-0044 岐阜県美濃加茂市加茂川町三丁目7-7
0574-26-0144（代表）
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